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f吉典BJ 歌を主鉢的可対話的に学ぶ試み一

一「ほととぎすJr雁Jを手がかりに-
国語科横井健

次期学習指導要領において新設される「言語文化」および「古典探究」では、古典に親しむととも

に様々な古典作品iこ触れ、我が簡の言語文化に対する考えを深めることが求められている。現行課程

の「国語総合」や「古典Bjの内容を深化させたものと理解することができる O しかしながら、 f古典

探究」を選択しなかった場合、古典文学を教材とした授業が表面的で浅薄なものにとどまってしまう

恐れもある。「古典Bjの授業を改善、発展させることで、次期指導要領実施に向けた古典文学を用し、

た授業の可能性について考えたい。

<キーワード> 和歌古典B 和泉式部臼記源氏物語

1 はじめに

現行の学習指導要領の国語総合「吉典の教材」の配慮事項には、「注釈、傍注、解説、現代語訳などを

適切に用い、特に漢文については訓点を付け、必要に応じて書き下し文を用いるなど理解しやすいよう

にすることj と記されている。この記述は新指導要領の「言語文化j にもそのまま踏襲されており、古

文と漢文につし、て、まずは理解しやすく親しみやすくすることが引き続き重視されていることが分かる。

一方で、「古典探究」の指導について、「生徒の主体的・対話的で深い学びを図るようにすること O その

際、言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、言葉の特徴や使い方などを理解し自分の思

いや考えを深める学習の充実を図ること」という、これまでの「国語総合j、「古典Bj では見られなか

った記述が設けられ、古典の読解を生徒自身の課題や自身の髄値観と結びつけて思考し、言語化させる

授業が要求されている。 一方で、科目の変更(および標準単位数の変更)に伴って、「在典探究」を選択

できなかった場合、平易な I古典作品を表面的にしか学ぶ機会が無いという状況が生じることも懸念され

Q 。

そこで、古典に親しむ唱くく、「生徒が言葉の面白さを感じながら作品を読み進め、現代語訳に必要にな

ったときに助動詞の使い方を学ぶような授業j(高木展郎氏舘註1)を展開しつつ、古典文学での学びを

「主体的 ω対話的で深い学びjへと繋げる試みを提案する。なお、対象としたのは本校の3年生文系生徒

である。

2 学習材名

(1)中心学習材

『和泉式部日記~ i蒸る香 lこ」、『源段物語;~ r須磨j (ともに大修館害賠『古典8 古文編』。以

下、「教科書j と称、す。ただし、『和泉式部日記』は小学館『新編日本古典文学全集 26~ の注釈に

基づいたワークシートを配付。後掲資料参照)

( 2 )関連学習材
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『古今和歌集~ (岩波書庖『日本古典文学大系 古今和歌集』から、「ほととぎすjおよび「庁長j

が用いられている和歌を授業者が抜粋。該当歌の前後も含む。)

3 W和泉式部日記』の実践について

教科書の去る香にJにおいて、欄外に掲げられている重要古語は「世の中J、「なごりJ、「つつましム

「あだあだし気急ばむJrゆめ(. . .な)Jの6つで、ある。いずれも 3年生にとって難しい単語ではなく

(本校で 1年次から使用している数研出版『古文単語マスター3~~ 3 ~に「なごり J 以外は全て収録され

ている)、辞典で調べずとも直訳はできるくらいの古文である。そうであれば、通常の単元で現代語訳に

費やしている時間を探究活動に充てるべく、ワークシート(後掲)を使用し、現代語訳は予め提示する

こととした。ありがたいことに藤岡忠美氏の注釈には「誤る香によそふるよりはほととぎす関かばやお

なじ声やしたると」の現代語訳に「ほととぎす」が訳出されておらず(註2)、なぜ現代語訳する際に

接的には必要ない「ほととぎすjが和歌で用いられているのか考えるための良いきっかけとなった。

さて、「ほととぎすjがどのような烏で、和歌の世界でし、かに詠まれてきたのかについては、おおよそ

の定説がある。例えば手元にある三省堂『全訳読解古語辞典Jを播くと、「烏の名。かっこうに似ている

がやや小型。初夏に渡来し、うぐいすなどの巣に卵を産んで、ひなを育てさせる。秋に南へ去るのを山

に帰ると考え、『山ほととぎすJとも呼んだ。また、『死出の間長Jとも呼ばれ、冥土へ通うと考えられ

たJ(註3)との記載がある。国文学に関心がある人であれば、正岡子規を連想することであろう。情報

としてはト分であるο しかし、辞書的な意味を理解し、覚えたからといって「ものの見方、感じ方、考

え方を広くし、古典についての理解や関心を深めることによって人生を豊かにする態度を育てるJ(註

4)ことになるとは言い難いっほととぎすの鳴き声は現代でも聞くことができるので、「ほととぎすJの

解釈を通して、和歌の表現について学ぶとともに、先人のものの見方や感じ方を追体験させることを目

指した。

例えば敦道親王が和泉式部に橘の花を届けさせる場面について、教科書の脚注に「昔の人の・ぃ『古今

集』夏に『さっき待つ花楠の香をかげば昔の人の袖の香ぞする~ (詠み人知らず)とあるJとある。これ

をもって学習者は、和泉式部日記の記述に古今和歌集の影響があり、作中人物が吉今集の世界と同じ感

性を持っていたことを類推することになる。 r~まととぎすj についても同様であるとするならば、『古今

和歌集』で詠まれた「ほととぎす」を解釈し、その意味を理解することが『和泉式部日記』の理解に有

効であろう。

なお、 T古今集J夏部を題材として、「ほととぎ、す」が持つ歌謡としての意味に気づかせる取り組みは、

筑波大学附属駒場高等学校の杉村千亜希氏による優れた実践がある(註5)。ある程度のまとまった分

量の和歌を読ませ、分析させる手法は杉村氏の実践を大いに参考にさせて頂いたG

4 W和泉式部 EHè~ 授業の実際

2 

1 本文を音読し、「祭る香iこjの内容を読み取る。語句の意味に注意し、指示語などを発問しながら、

ワークシートの空欄補充をさせる。また、人物関係を確認し、その背景について整理させる。また、

教科書の脚注にある「さっき待つ花橘の香をかげば昔の人の袖の香ぞする」を口語訳し、和泉式部

が檎の花から何を感じ取ったのかを考えさせる。 (2時間)



2 rほととざすJの意味について考えさせる。数名に指名し、答えさせる o r語調を整えるJ、「季節

を感じさせるj という回答が聞かれた。ほととぎすの声にも着目させるため、電子辞書を用いて、

「ほととぎす」の鳴き声を聴かせた(註6)。ほととぎすの意味について、改めて周囲の生徒

話し合わせ、授業の醜旨説明を行う。すなわち、『古今和歌集』で詠まれている「ほととぎすJの意

味、効果について分析稲整理すること、それが『和泉式部日記』でどのように使われているかにつ

いて考え、交流することを指示し、 r古今和歌集』のプリントを配付する。グ、ループに分かれ、相互
の後、意見交換を行い、個々の考えを深めさせる。グルー

いで解決しきれ，なかった疑問につし、てまとめさせる。 (2時間)

の振り返りとともに、話し合

3 グ‘/レーフ。代表にまとめを発表させ、意見の合致を確かめ、それぞれの疑問を共有させる。学習し

たことのまとめと振り返りを記録させる。(1時間)

5 W源氏物語~ r鎮醸jの実践について

先の「薫る香lこjの実践を受け¥「須磨Jでは「雁jをめぐる実践を行ったっ「震磨jについては、「蒸

る香iこj と異なり、重要古語も多く、作品の舞台も都から須磨に移り、所々に回想、場面も挟まれている

ため、内容の理解に時間がかかる。それゆえ、従来の授業では逐語訳に終始してしまうきらいがあった。

ただし、教科書の「学習Jの項目に、「渡ってゆく雁にちなむ四首の歌は、それぞれ詠んだ人のどのよう

な気持ちを表しているか、まとめてみようj という示唆に富む課題があり、こちらを利用することで授

を組み立てることにした。なお、四首の歌は以下の通り(便宜上、番号を付した)。

1 初雁は怒しき人のつらなれや旅の空飛ぶ声の悲しき

2 かき連ね昔の人ぞ、思lまゆる雁はその!立の友ならねども

3 心から常世を捨てて鳴く維を護のよそにも思ひけるかな

4 常世出でて旅の空なる雁がねも列におくれぬほどぞ慰む

例えば、教科書の「指導資料Jの解答例では、 1の源氏の歌にこめられた気持ちは、「都に桟してきた

人々の悲しみを思いやる気持ちJ(註7)とされており、「雁」への言及がない。しかし、四首の歌が「雁j

のイメージを変容させながら読み手の心情を託していることは明白であり、「雁」の解釈を避けて読み

手の「気持ちJに迫ることはできないだろう。教科書の脚注「初雁 秋、はじめて渡ってきた雁Jとの

記述、および「参考j として示されてし、る「思ひ出でて恋しき時は初雁のなきて渡ると人知るらめやj

を手がかりに、平安時代の「雁Jの持つ意味について考えさせ、「気持ちJの理解を深めさせる試みを行

った。

6 ~藤氏物語~ r須藤Jの韓議の実際

1 本文の読解.i~語訳っ予習を前提に進める。主語を確認し、内容但握に努める。重要古語や敬語

の確認は怠りなく行い、定着を図る。和歌の解釈については、直訳にとどめておく。 (4時間)

2 r雁」の;意味について考えさせる。数名に指名し、答えさせるつほととざすと同様に、鳴き声(雁

3 



が音)にも着目させるため、タブレットを用いて、「庁長jの鳴き声を聴かせた(註8)。雁の意味に

ついて、改めて周踏の生徒向士で話し合わせ、授業の趣旨説明を行う。すなわち、『古今和歌集』で

詠まれている「雁jの意味、効果について分析，整理し、『源氏物語Jでどのような効果を上げてい

るかについて考え、読み手の「気持ち」を考えることを指示し、『古今和歌集』のプリントおよびワ

ークシート(後掲)を配付する。以下は何日泉式部日記』の実i暁と同様である。 (1時間) ]学期に

i二記 I4 Jの実践を行っていたため、円滑な授業運営が可能となった。

3 W和泉式部日記』の実践に同じ。 (1時間)

4 生徒の声(ワークシートの記述から抜粋。 緯線は筆者)

[考えたこと}

@人のつらさや恋しさを雁の鳴き声や様子でたとえている。

周悲しみやつらさを鳴き声で表す。

a 恋しい人との遠さや悲しさを、雁を使って表現している Q

B 雁は秋を感じさせる鳥。

f源氏物語』では人物と雁が同じ境遇iこいでつらさを共有するような仲間意識が見えるが、 t立
今和歌集』の歌では人物と雁の関わりが見えなかった。

圃雁を{吏うと秋の悲しさが大きくなる。

i話し合いを経ての修正徳付け足しi

a 源氏の置かれている状況が決していいものではなかったため、「悲ししリ「つらしリといった意

味がこめられている雁を歌に使うことで心情乞ゑムええとしていることが分かった O

イ源氏物語』の和歌では「秋」が感じられなかった。

. f雁」が人の消息、を表しているらしい(古今集206、207)

. w源氏物語~の四首の歌は、雁から「秋の訪れ」、都に帰れない悲しさ、鳴く音から fj立く声J

など、歴主主連I正三れるほとんどの感情が入っているーと感じました。
切雁は単に遠いものを表すのではなく、遠いものに患いを寄せることの象徴として使われている。

• J躍を見かけただけで様々な連怨をしたり、自分の思いに重ねてみたり、当時の人たちは私たち

よりもセンシティプで感性が豊かだったのだなあと思わされた

重複する内容を省き、寄せられた声は上記のようなものであった。 w古今集Jとの比較を通して、

当時の人々の感性に思いをはせるとともに、「須磨jの四首にこめられた詠み手の「気持ちJ(こ迫る

ことが多少なりともできたように思う。

フ まとめ

「ほととぎすJ、[雁Jという鳥を手がかりに、 和歌を読み比べることで『古今集』の歌がどのように

後の人々に理解され、共有されていたのかを考える実践を行った。いずれも烏の鳴き声を生徒に聴かせ

るところから探究的活動に入ったが、これは柳津良一氏「きりぎ、りす考一虫の文学史の試み-J こ触発

されたものである。柳津氏は平安"鎌倉期の和歌や注釈書を整理 a検証し、 fこれらの用例を総合・検討



してみると、平安@鎌倉期の和漢文学では、『きりぎりす』が『益~ ~総辞J と表記されること、秋から

冬にかけ、霜の降りるような寒い夕方や夜に、物思いの辛さをーj脅かきたてるような切々とした悲しい

声で鳴き、例えば『つづりさせ』と言っているかのように、また機を織る音のようにかんだかく寒さを

催す響きとして、人々に聞こえたということなどが分かるJ(傍線は引用者。註 9)とまとめている。柳

沢氏のような研究者の水準までは到達できなくとも、「ほととぎすjや「雁Jの鳴き声が、当時の人々に

どのように聞こえていたかを想像し、検証し、まとめた上で、 a定の理解を共有することを期待した。

もっとも、和歌の解釈は生徒にとって簡単なものではなく、注釈頼みだった面も否めない。ただ、

み比べの中で、住釈の口語訳が腕に落ちず、文法事項に立ち返って解釈を試みる生徒の姿も見られ、古

典への関心を高めることに紫がったと考える。また、グループ学習を通して、他者の解釈と自身の解釈

を比較することで、古典の解釈にとどまらず、周囲の環境に対する感受性の違いについて考えるきっか

けにもなった。現代を生きる生徒同士との対話、先人たちとの対話を通し、より深い学びを実現するこ

とが、文学作品そのものの読解よりも可話や文章に含まれている情報の扱い方』に主眼が置かれてし、

るJ(紅野謙介氏 註 10) きらいのある次期学習指導要領の方針の中にあって、古典文学で学ぶことの

意義に繋がるとあらためて認識した次第である。

1 高木援部「カリキュラムマネジメント a国語 r河合塾 GuidelineJ平成30年 7・8月号 p.40 

詰2 藤岡忠美校注『新編日本古典文学全集 26 和泉式部日記紫式部日記 更級日記讃岐典侍日

記』 小学館平成6年 9月 p.18 

3 W全訳読解古語辞典』第三瓶三省堂平成 21年 11月 p.l084 

註4 学習指導要領「古典BJ 目標

5 筑技大学付属中ー高等学校閑語科 i<他者〉と関わる力を育てるための『読むこと』の学びJ~筑

波大学附属駒場論集第 55集』 平成28年 3月 p.7 

6 例えば、シャープ製 Brain所収の『広辞苑 第六版』にはNHKサービスセンター提供の音声が

収録されてし、る。

7 ~古典B 指導資料4~ 第 3 制大修館害賠平成 28 年 4 月 p.61

註8 サントリー「日本の烏百科Jを利用し

https:l/www.suntory.co担/eco!birds/encyclopedia/detail/1491.html

註9 柳津良一 fきりぎりす考一虫の文学史の試み-JW東京大学問諸国文学会 閣議と磁文皐J玉三文
堂平成9年 11月特集号 p.15

註 10 紅野謙介『国語教育の危機』 ちくま新書 平成 30年 9月 p.l00 

【〉
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